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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 
 本論文にはこれまで研究が少なかった博覧会と観光を結ぶ領域において以下のような新しい指摘
をおこなった。（１）これまで余り知られていなかった特殊で膨大なデータを分析した。本研究にお
ける歴史的考察には、過去の博覧会資料等が最も重要である。本研究では、一般にはあまり知られて
いないが、これまであまり学術的に詳細に検討されてこなかった乃村工藝社（日本各地で開催された
博覧会のパビリオンなどを多く手掛けた専門的な企業）の膨大な資料に注目し、1万 5000点を超え
る膨大な資料を分析した点は評価できる。（２）ここから得られた日本の主要博１８６の分類論を構
築。図１－１、図３－１のように、日本における博覧会の構造を、４期、１１カテゴリー、３系等に
分類した。（３）「テキストマイニング手法」により、勧業、復興、地域再生の３系統を抽出し、特に
勧業から地域再生に移る転換点となる復興博を評価。【テキストマイニングの手法】をおこなったと
ころ、キーワードから博覧会にはＡ．勧業（産業・科学）博系⇒Ｂ．復興博系⇒Ｃ．地域再生・観光
 系の３つの系統で大きな概念の変化があること、勧業から地域再生・観光への転換点に位置する復興
博の意義を発見。（４）３つの復興博の詳細な都市史的分析をおこなった。特に大阪の上町地域が復
興博の「モデルシティ手法」でくられたこと。（５）地方博概念の位置づけと新しい非囲い込み型の
ソフト型への萌芽の発見。1980年代・1990年代の「地方博ブーム」の当事者として（自治体博（市
制 100周年記念博）とジャパンエキスポを初めて、位置づけた。そして、筆者が携わった「世界リゾ
ート博」「南紀熊野体験博」という和歌山県下で開催された２件のジャパンエキスポで非囲い込み型
の「オープンエリア方式」への萌芽を指摘した。（６）２１世紀型博覧会手法（「神戸ルミナリエ」「淡
路花博」「瀬戸内芸術祭」「信楽祭」「大地の芸術祭」など）を脱・インフラ型＋現代アート活用と位
置づけ考察。特に、「大地の芸術祭」のミクロな「経済効果分析」をおこない４４億円を算出。大き
な都市（新潟市、長岡市、上越市）への流出もあるが、意外に地元の「十日町市」自身へも大きな効
果があることを指摘した。以上のような点でオリジナリティを有し評価できる。 
 要約すると、筆者は、現在大学教員をするだけでなく、日本における博覧会の実質的な集客面での
プロデューサーを担当し、政府の国際博のアドバイザー等を多数兼務し、業界の事情に精通する立場
にあり、観光の実務経験を活かし、これまで研究が少なかった博覧会と観光を結ぶ領域において以下
のような新しい指摘をおこなったものである。あまり知られていなかった業界の膨大なデータの分析、
日本の主要博１８６を分類論し、「テキストマイニング手法」により日本の博覧会の概念が特に勧業
から地域再生に移る転換点が復興博であることを発見し、復興博の詳しい都市史的分析をおこない、
地方博概念の位置づけと新しい非囲い込み型のソフト型への萌芽の発見、２１世紀型博覧会手法のモ
デルと、ミクロな「経済効果分析」により、農村地元にも波及効果があることを明らかにした。これ
らから、その研究の集大成と判断し、博士学位授与に適するものと判断する。 
 
 
